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第１章 LB ブートマネージャーの概要 
 

『LB ブートマネージャー』を使用することで、1 台のパソコンに

Windows 7 や Windows Vista、Windows XP をインストールし、最大 4

つまで切り替えて使うことができます。OS の切り替えは、パソコンの起

動時に表示されるOS選択メニューでOSを選択するだけです。OSを

インストールするためのパーティションの作成も、『LB パーティション

ワークス 13』を使い、簡単に作成することができます。 

 
※ LB ブートマネージャーは、LB パーティションワークス 13 に統合

されています。LB パーティションワークス13をインストールしたり、

製品CDから起動することで、LB ブートマネージャーをインストー

ル、使用することができます。 

※ 本利用ガイドは、LB ブートマネージャーの使用方法について解

説します。LB パーティションワークス 13 については、同梱されて

いる『公式ガイドブック』をご参照ください 
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第２章 マルチブートを行う際の注意事項 
※ LB パーティションワークス 13 の全般的な注意事項は、『補足説明

書』をご参照ください。 

※ 随時ホームページ上で更新しますので、最新情報は、ホームページ

をご参照ください。 

http://www.lifeboat.jp/products/bm/bm.html 

 

 OS のインストール前に、その OS がお使いのパソコンで使用可能か

ご確認ください。使用可能でない OS を本ソフトを使ってマルチブー

トすることはできません。 

 Windows XP をシリアル ATA のハードディスクにインストールするに

は、XPがシリアルATAのハードディスクを認識できるよう、お客様ご

自身でドライバの入手、導入（フロッピーディスクが必要）を行ってい

ただく必要があります。 

 古いパソコンに Windows Vista/7 をインストールするには、パソコン

が Windows Vista/7 に対応しているか予めご確認ください。 

 パソコン購入時に付属のリカバリーディスクや OEM 版、アップグレ

ード版を使い、OS を追加インストールすることはできません。別途

製品版の OS をご用意ください。 

 2台目のハードディスクや外付けハードディスクにOSをインストール

して切り替えることはできません。Windows XP/Vista/7 は 1 台目の

ハードディスクの基本パーティションにインストールする必要があり

ます。 

 切り替え可能な OS は Windows XP/Vista/7 のみです。サーバ OS

や Linux には未対応です。 

 他のブート管理ソフト（システムコマンダーシリーズを含む）との併用

はできません。 

 切り替えられる OS 数は最大で 4 つになります。 

 
 
 

http://www.lifeboat.jp/products/bm/bm.html�


第３章 Windows XP/Vista に OS を追加する 

6 

第３章 Windows XP/VistaにOSを追加する 
 

本章では、ご利用の OS が「Windows XP」や「Windows Vista」で、追

加 OS が「Windows 7」「Windows XP」「Windows Vista」の場合の追加

手順をご紹介します。操作例として、Windows Vista がプリインストー

ルされた PC に Windows 7 を追加する手順をご案内していますが、

「Windows XP/Vista」を追加したい場合などは、「Windows 7」を

「Windows XP/Vista」と読み替えて追加をお試しください。同じ方法

で、Windows XP/Vista の異なるエディションを共存させることも可能

です。 

 

※ 以下の方法は、あくまで一例となります。ご使用の環境によって

は、共存できない場合もありますので、あらかじめご了承くださ

い。 

※ 追加インストールを行う前に、必ず既存データのバックアップを行

ってください。 

※ 追加インストールを行う前に、インストールを行う OS がその PC 

に対応しているのか、必要なドライバ類が提供されているのかを

PC のマニュアルまたはメーカにご確認ください。 

 

ここで説明する操作の流れは以下の通りです。 

３－１ Windows 7 のインストール先パーティションを作成する 

３－２ OS インストール前の設定を行う 

３－３ Windows 7 をインストールする 

３－４ インストール後の設定を行う 

３－５ LB ブートマネージャーをインストールする 
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３-１  Windows 7 のインストール先パーティションを作成する 
 

ハードディスクに空き領域がない場合(または、あってもサイズが小さく

て Windows 7 をインストールできない場合)は、LB パーティションワ

ークス 13 を使用して、インストール先のパーティションを作成します。 

パーティションのサイズ変更を行う前に必ずエラーチェック、バックア

ップを実行してください。手順は別冊の公式ガイドブック『ステップ３ 

LB パーティションワークス 13 を使用する前の注意事項』を確認して

ください。 

 

(1) LB パーティションワークス 13 を製品 CD から起動します。製品 CD

からの起動方法のついては、公式ガイドブックの『ステップ６ CD 起動

でパーティションを操作する』をご参照ください。 
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(2) [ライセンス契約書の条項に同意します]にチェックを入れ、[同意す

る]をクリックします。 

 

(3) アプリケーションランチャが表示されたら、[LB パーティションワーク

ス 13]をクリックします。 
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(4) LB パーティションワークス 13 が起動します。この例では、パーティシ

ョンは 1つで、Vistaがインストールされています。Vistaのパーティショ

ンを小さくして Windows 7 をインストールするためのパーティションを

作成します。 

 
 

※ Windows 7 をインストールするには、16 GB (32 ビット版) または 

20 GB (64 ビット版)以上のパーティションが必要になります。

Window 7 用のパーティションがあり、容量が足りない場合などは、

『空き領域の移動ウィザード』を使用して、パーティションサイズを

調整してください（詳細は、別冊の『公式ガイドブック ステップ 14、

15』をご参照ください）。 

 

※ Windows 7 のインストール先のパーティションを既に用意してあり、

サイズ変更が必要でない時は、『３－２ OS インストール前の設

定を行う』に進んでください。 
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(5) Vistaがインストールされているパーティションを選択して、[パーティシ

ョン]-[パーティションの移動/サイズ変更]を選択します。 

 

(6) パーティションの境界をドラッグしてサイズを小さくします。設定が完

了したら[はい]をクリックします。 
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(7) 未割り当て領域にパーティションを作成します。未割り当て領域を選

択して、[パーティション]-[パーティションの作成]を選択します。 

 

(8) 下記のダイアログが表示されます。ボリュームラベルにはインストール

時に識別しやすいように、『7』や『Win 7』などと入力します（このボリュ

ームラベルが OS 選択メニューで表示されます）。設定が完了したら、

[はい]をクリックします。 

 
※ ボリュームラベルは半角英数字（10 文字以内）で入力してくださ

い。日本語は表示できません。 
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(9) メイン画面に戻りますので、変更後のパーティション構成を確認しま

す。 

 
 

ハードディスクのエラーチェックは行われましたか？ハードディスク

やファイルシステムに問題があると、処理に失敗する場合がありま

す。まだ行われていない場合には、『破棄する』ボタンをクリックして

処理を中止し、エラーチェックを実行後に操作を行ってください。手

順は公式ガイドブックの『ステップ３ LB パーティションワークス 13

を使用する前の注意事項』をご参照ください。 

 

(10) 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[は

い]をクリックします。 
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(11) 処理が開始されます。処理が完了したら[閉じる]をクリックします。 

 
※ 処理中は電源を切ったり、処理をキャンセルしないでください。 

 

以上、操作で、Windows 7 をインストールするためのパーティションが作成

されました。次節で、OS をインストールする前の設定を行います。 
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３-２  OS インストール前の設定を行う 

OS のインストールを行う前に、Windows 7 のインストール先以外のパ

ーティションをすべて非表示にして、アクティブ パーティションを変更

する必要があります。 

※以下の処理は、必ず製品 CD から起動して行ってください。 

(1) Windows Vista のパーティションに対する設定 

1. Windows 7 のインストール時や OS 選択メニューで識別しやすくなる

ように、Vista のパーティションにボリュームラベルを設定します。

Windows Vista がインストールされているパーティションを選択し、

[パーティション]-[変更]-[ボリュームラベルの変更]を選択します。 

 

2. ボリュームラベルに『Vista』などと入力して[はい]をクリックします。こ

こで入力したボリュームラベルが OS 選択メニューで表示されます。 

 
※ ボリュームラベルは半角英数字（10 文字以内）で入力してくださ

い。日本語は表示できません。 
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3. Windows Vista のパーティションを選択して、[パーティション]-[パー

ティションの非表示]を選択します。 

 

4. 確認画面が表示されるので、[はい]を選択します。 
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5. Windows Vista のパーティションを選択し、[パーティション]-[パーテ

ィションの非アクティブ]を選択します。 

 
 

6. 確認画面が 2 回表示されるので、[はい]を選択します。 
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7. 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して、確認画面で

[はい]をクリックします。 

 
 

8. ディスクビューで、Windows Vista のパーティションを選択して、非表

示（非表示： はい）、非アクティブ（アクティブ： いいえ）になってい

ること、ボリュームラベルが変更されたことを確認します。 
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(2) Windows 7 をインストールするパーティションに対する設定 

1. Windows 7 をインストールするパーティションを選択して、[パーティ

ション]-[パーティションのアクティブ]を選択します。 

 
 

2. 確認画面が表示されるので、[はい]を選択します。 
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3. 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[は

い]をクリックします。 

 
 

4. ディスクビューで、Windows 7 のインストール先パーティションがアク

ティブ（アクティブ： はい）になっていることを確認します。 
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(3) その他のパーティションに対する設定 

以下のように、Windows Vista、Windows 7 用のパーティション以外に

も、リカバリー領域やデータ用のパーティションがある場合には、それ

らのパーティションも(1)と同様の手順で非表示に設定してください。 

 
 

※ リカバリー領域など、最初から[非表示]に設定されているパーテ

ィションもあります。その場合には設定は必要ありません。 

※ ここで設定した内容は後で[表示]に設定し直すことになりますの

で、どのパーティションを非表示にしたか分かるようにメモ等を残

してください。 
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３-３  Windows 7 をインストールする 
(1) Windows 7 をインストールする前に前項の設定が行われているのか、

必ず確認してください。パーティションの非表示の設定、アクティブ/

非アクティブの設定が行われていないと、Windows 7 のインストール

によって、既存の OS が起動できなくなる可能性があります。 

【Windows 7 をインストールするパーティション】 

 

【上記以外のパーティション】 
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(2) Windows 7 のインストール DVD にセットします。 

(3) LB パーティションワークス 13 を終了して、メニューから[再起動]を選

択します。 

 

(4) Windows 7 のインストール DVD からブートされ、以下のメッセージが

表示されます。このメッセージが表示されている間に、何らかのキー

（たとえば<Enter>キーなど）を押します。 

 
 

上記のメッセージが表示されずに以下のエラーが表示された場合に

は、PC のBIOS でCD/DVD からの起動が優先されているのかを確

認してください。BIOS の設定方法は PC によって異なるので、PC 

のマニュアルを参照するか、PC メーカへご確認ください。このメッセ

ージは、キーを押すのが遅れた場合も表示されます。その場合は PC

を再起動してやり直してください。 
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(5) しばらくすると、Windows 7のインストールウィザードが起動します。[次

へ]をクリックします。 

 

(6) [今すぐインストール]をクリックします。 

 
 



第３章 Windows XP/Vista に OS を追加する 

24 

(7) ライセンス条項を確認して[同意します]にチェックを入れ[次へ]をクリ

ックします。 

 
 

(8) 『新規インストール（カスタム）』をクリックします。 
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(9) 入力したボリュームラベルを参考に Windows 7 のインストール先を選

択して[次へ]をクリックします。 

 
 

(10) インストールが開始されます。 
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(11) 以降はウィザードに沿って Windows 7 のインストールを進めます。イ

ンストールが完了すると、Windows 7 が起動します。 

 
 

以上で、Windows 7 のインストールが完了しました。ただし、現状では

Windows 7しか起動しません。次ページ以降の手順でOSインストール後

の設定、LB ブートマネージャーをインストールして、マルチブートできる

ようにします。 
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３-４  OS インストール後の設定を行う 

(1) LB パーティションワークス 13 を製品 CD から起動します。 

製品 CD からの起動方法のついては、別冊の公式ガイドブック 『ステ

ップ６ CD 起動でパーティションを操作する』をご参照ください。 

 

(2) [ライセンス契約書の条項に同意します]にチェックを入れ、[同意す

る]をクリックします。 
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(3) アプリケーションランチャが表示されたら、[LB パーティションワーク

ス 13]をクリックします。 

 

(4) LB パーティションワークス 13 が起動します。 
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(5) 先ほど非表示にした Vista のインストールされているパーティションを

選択して[パーティション]-[パーティションの表示]を選択します。 

 

(6) 確認画面が表示されるので[はい]をクリックします。 

 

(7) その他にも非表示にしたパーティションがあれば、同様の手順で表示

状態に変更します。 
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(8) 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[はい]

をクリックします。 

 

(9) 処理が開始されます。処理が完了しましたら[閉じる]をクリックします。 

 

 

この手順で表示にできない場合には、弊社ホームページのFAQを 

参考にパーティションIDを変更する方法をお試しください。 

http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_bm.php 

 

 

以上、で OS インストール後の設定が終わりました。次節で LB ブートマネ

ージャーをインストールします。 

 

http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_bm.php�
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３-５  LB ブートマネージャーをインストールする 

(1) [ツール]-[LB ブートマネージャーのセットアップ]を選択します。 

 

(2) LB ブートマネージャーのセットアップウィザードが起動します。[次

へ]をクリックします。 
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(3) オプションの設定画面が表示されます。変更する必要がない場合に

は、[次へ]をクリックします。 

 
※ 設定の各項目内容については、『５-１ LB ブートマネージャーの

インストール/設定/更新』をご確認ください。 

(4) インストール処理が実行されます。完了すると以下の画面が表示され

ます。[完了]をクリックします。 
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(5) LB パーティションワークス 13 を終了します。製品 CD を取り出してメ

ニューから、[再起動]を選択します。 

 

(6) 再起動後には、以下のように LB ブートマネージャーの OS 選択メニ

ューが表示され、Windows Vista と Windows 7 の切り替えが可能にな

ります。キーボードの<↑>＜↓＞キーで、OS を選択し、<Enter>キー

を押すと OS が起動します。 

 
※ 表示についての詳細は、『５-３ OS 選択メニューの表示上の注

意点』をご参照ください。 



第４章 Windows 7 に OS を追加する 

34 

第４章 Windows 7 にOSを追加する 
 

本章では、ご利用の OS が「Windows 7」で、追加 OS が「Windows 7」

「Windows XP」「Windows Vista」の場合の追加手順をご紹介します。

操作例として、Windows 7がプリインストールされたPCにWindows XP

を追加する手順をご案内していますが、「Windows 7」に「Windows 

Vista/7」を追加したい場合などは、「Windows XP」を「Windows 

Vista/7」と読み替えて追加をお試しください。同じ方法で、Windows 7

の異なるエディションを共存させることも可能です。 

 

※ 以下の方法は、あくまで一例となります。ご使用の環境によって

は、共存できない場合もありますので、あらかじめご了承くださ

い。 

※ 追加インストールを行う前に、必ず既存データのバックアップを行

ってください。 

※ 追加インストールを行う前に、インストールを行う OS がその PC 

に対応しているのか、必要なドライバ類が提供されているのかを

PC のマニュアルまたはメーカにご確認ください。 

 

ここで説明する操作の流れは以下の通りです。 

４－１ Windows XP のインストール先パーティションを作成する 

４－２ OS インストール前の設定を行う 

４－３ Windows XP をインストールする 

４－４ OS インストール後の設定を行う 

４－５ LB ブートマネージャーをインストールする 
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４-１  Windows XP のインストール先パーティションを作成する 
 

ハードディスクに空き領域がない場合(または、あってもサイズが小さく

てWindows XP をインストールできない場合)は、LB パーティションワ

ークス 13 を使用して、インストール先のパーティションを作成します。 

パーティションのサイズ変更を行う前に必ずエラーチェック、バックア

ップを実行してください。手順は別冊の公式ガイドブックの『ステップ３ 

LB パーティションワークス 13 を使用する前の注意事項』を確認して

ください。 

 

(1) LB パーティションワークス 13 を製品 CD から起動します。 

製品 CD からの起動方法のついては、別冊の公式ガイドブック 『ステ

ップ６ CD 起動でパーティションを操作する』をご参照ください。 
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(2) [ライセンス契約書の条項に同意します]にチェックを入れ、[同意す

る]をクリックします。 

 

(3) アプリケーションランチャが表示されたら、[LB パーティションワーク

ス 13]をクリックします。 
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(4) LB パーティションワークス 13 が起動します。この例では、パーティ

ションは 2 つあり、Windows 7 がインストールされています。Windows 

7 のパーティションを小さくして Windows XP をインストールするため

のパーティションを作成します。 

 
 

※ Windows ７はインストール方法によって、先頭に起動用のパー

ティションが作成される場合があります。標準では、先頭に

100MB の『システムで予約済み』というボリュームラベルで起動

用のパーティションが存在します。このパーティションについて

の詳細は、『５-４ Windows 7 のパーティション構成』をご参照く

ださい。 

 
 

 

 

 

 

Windows 7 の起動用のシス

テムパーティション 

Windows 7 本体がインス

トールされているブート

パーティション 
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※ Windows XPをインストールするには、2.1GB以上のパーティショ

ンが必要になります。Windows XP 用のパーティションがあり、

容量が足りない場合などは、『空き領域の移動ウィザード』を使

用して、パーティションサイズを調整してください（詳細は、別冊

の公式ガイドブック 『ステップ 14、15』をご参照ください）。 

※ Windows XP のインストール先のパーティションを既に用意して

あり、サイズ変更が必要でない場合は、『４－２ OS インストー

ル前の設定を行う』に進んでください。 

 

(5) Windows 7 本体がインストールされているブートパーティション（サ

イズが大きな方です）を選択して、[パーティション]-[パーティション

の移動/サイズ変更]を選択します。 
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(6) パーティションの境界をドラッグしてサイズを小さくします。設定が完

了したら[はい]をクリックします。 

 
 

(7) 未割り当て領域にパーティションを作成します。未割り当て領域を

選択して、[パーティション]-[パーティションの作成]を選択します。 

 



第４章 Windows 7 に OS を追加する 

40 

(8) 下記のダイアログが表示されます。ボリュームラベルにはインストー

ル時に識別しやすいように、『XP』や『Win XP』などと入力しておきま

す。設定が完了したら、[はい]をクリックします。 

 
※ ボリュームラベルは半角英数字（10 文字以内）で入力してくださ

い。日本語は表示できません。 

(9) メイン画面に戻りますので、パーティションのサイズなどを確認してく

ださい。 
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ハードディスクのエラーチェックは行われましたか？ハードディスクやフ

ァイルシステムに問題があると、処理に失敗する場合があります。まだ

行われていない場合には、『破棄する』ボタンをクリックして処理を中止

し、エラーチェックを実行後に操作を行ってください。手順は公式ガイドブ

ックの『ステップ３ LB パーティションワークス13を使用する前の注意事

項』をご参照ください。 

 

(10) 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[は

い]をクリックします。 

 

(11) 処理が開始されます。処理が完了したら[閉じる]をクリックします。 

 
※ 処理中は電源を切ったり、処理をキャンセルしないでください。 

以上、操作で、Windows XP をインストールするためのパーティションが作

成されました。次節で、OS をインストールする前の設定を行います。 
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４-２  OS インストール前の設定を行う 
OS のインストールを行う前に、Windows XP のインストール先以外の

パーティションをすべて非表示にして、アクティブ パーティションを変

更する必要があります。この例では、先に説明したように、Windows 7

が起動用のシステムパーティションと、本体のブートパーティションに

分かれてインストールされている環境を例にご紹介します。 

 

※以下の処理は、必ず製品 CD から起動して行ってください。 

 

(1) Windows 7 のパーティションに対する設定 

1. Windows 7 の起動用システムパーティション（先頭の小さなパーティ

ションです）は、標準で『システムで予約済み』というボリュームラベ

ルになっています。Windows XP のインストール時や OS 選択メニュ

ーで識別しやすくなるように、このパーティションのボリュームラベル

を変更します。Windows 7 の起動用システムパーティションを選択し

て、[パーティション]-[変更]-[ボリュームラベルの変更]を選択しま

す。 
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2. ボリュームラベルに『７』や『Win 7』などと入力して[はい]をクリックし

ます。ここで入力した内容が、OS 選択メニューで表示されます。 

 
※ ボリュームラベルは半角英数字（10 文字以内）で入力してくださ

い。日本語は表示できません。 

3. 「2.」でボリュームラベルを変更したパーティションを選択して [パー

ティション]-[パーティションの非表示]を選択します。 
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4. 確認画面が表示されるので[はい]を選択します。 

 

5. 「2.」でボリュームラベルを変更したパーティションを選択して [パー

ティション]-[パーティションの非アクティブ]を選択します。 

 

6. 確認画面が 2 回表示されるので、[はい]を選択します。 
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7. Windows 7 本体がインストールされているブートパーティションを選

択し、[パーティション]-[パーティションの非表示]を選択します。 

 

8. 確認画面が表示されるので、[はい]を選択します。 
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9. 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[は

い]をクリックします。 

 

10. 処理が完了したら[閉じる]をクリックします。Windows 7 がインストー

ルされていたシステムおよびブートパーティションが 2 つとも非表示

（非表示： はい）、非アクティブ（アクティブ： いいえ）になっている

こと、システムパーティション（起動用のパーティション）に関しては、

ボリュームラベルが変更されたことを確認します。 
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(2) Windows XP をインストールするパーティションに対する設定 

1. Windows XP をインストールするパーティションを選択して、[パーテ

ィション]-[パーティションのアクティブ]を選択します。 

 
 

2. 確認画面が表示されるので、[はい]を選択します。 

 
 

 

 

 

 



第４章 Windows 7 に OS を追加する 

48 

3. 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[は

い]をクリックします。 

 
 

4. ディスクビューで、Windows XP のインストール先パーティションがア

クティブになっていることを確認します。 
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(3) その他のパーティションに対する設定 

以下のように、Windows XP、Windows 7用のパーティション以外にも、

リカバリー領域やデータ用のパーティションがある場合には、それら

のパーティションも(1)と同様の手順で非表示に設定してください。 

 
 

※ リカバリー領域など、最初から[非表示]に設定されているパーテ

ィションもあります。その場合には設定は必要ありません。 

※ ここで設定した内容は後で[表示]に設定し直すことになりますの

で、どのパーティションを非表示にしたか分かるようにメモ等を残

してください。 
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４-３  Windows XP をインストールする 

(1) Windows XP をインストールする前に前項の設定が行われているのか

必ず確認してください。パーティションの非表示の設定、アクティブ/

非アクティブの設定が行われていないと、XP のインストールによって

既存の OS が起動できなくなる可能性があります。 

【Windows XP をインストールするパーティション】 

 

【上記以外のパーティション】 
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(2) Windows XP のインストール CD を PC にセットします。 

(3) LB パーティションワークス 13 を終了して、メニューから、[再起動]を

選択します。 

 

(4) Windows XP のインストール CD からブートされ、以下のメッセージが

表示されます。このメッセージが表示されている間に、何らかのキー

（たとえば<Enter>キーなど）を押します。 

 
 

上記のメッセージが表示されずに以下のエラーが表示された場合に

は、PC のBIOS でCD/DVD からの起動が優先されているのかを確

認してください。BIOS の設定方法は PC によって異なるので、PC 

のマニュアルを参照するか、PC メーカへご確認ください。このメッセ

ージは、キーを押すのが遅れた場合も表示されます。その場合は PC

を再起動してやり直してください。 
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(5) Windows XP のインストールウィザードが起動します。[Enter]キーを押

します。 

 
 

※ シリアル ATA のハードディスクにインストールする場合、以下の画面

が表示されインストールできない場合があります。（ブルーバック

（STOP エラー）が表示される場合もあります） 

その場合は『５-６ Windows XP をインストールする際の注意点』をご

参考にドライバの追加処理を行ってください。 
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(6) ライセンス契約を確認して<F8>キーを押します。 

 

(7) キーボードの種類を選択します。通常は<半角/全角>キーを押してく

ださい。 
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(8) 確認画面が表示されるので<Y>キーを押します。 

 

(9) ボリュームラベルを参考にインストール先を選択します。パーティショ

ンを<↓><↑>キーで選択して<Enter>キーを押します。 
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(10) そのまま<Enter>キーを押してインストールを開始します。 

 

(11) 以降はウィザードに沿って Windows XP のインストールを進めます。

インストールが完了すると、Windows XP が起動します。 

 
 

以上で、Windows XP のインストールが完了しました。ただし、現状では

Windows XP しか起動しません。次ページ以降の手順で OS インストール

後の設定、LB ブートマネージャーをインストールして、マルチブートでき

るようにします。 
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４-４  OS インストール後の設定を行う 

(1) LB パーティションワークス 13 を製品 CD から起動します。 

製品 CD からの起動方法のついては、別冊の公式ガイドブック 『ステ

ップ６ CD 起動でパーティションを操作する』をご参照ください。 

 

(2) [ライセンス契約書の条項に同意します]にチェックを入れ、[同意す

る]をクリックします。 
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(3) アプリケーションランチャが表示されたら、[LB パーティションワーク

ス 13]をクリックします。 

 

(4) LB パーティションワークス 13 が起動します。 
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(5) 先ほど非表示にした Windows 7 の起動用システムパーティションを選

択して、[パーティション]-[パーティションの表示]を選択します。 

 

(6) 確認画面が表示されるので[はい]をクリックします。 

 
 

 

 

 

 

 



LB ブートマネージャー 利用ガイド 

59 

(7) 先ほど非表示にした Windows 7 の本体がインストールされているブー

トパーティションを選択して[パーティション]-[パーティションの表示]

を選択します。 

 

(8) 確認画面が表示されるので[はい]をクリックします。 
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(9) その他にも非表示にしたパーティションがあれば、同様の手順で表

示状態に変更します。 

(10) 処理を実行します。画面上の[適用]ボタンを押して確認画面で[は

い]をクリックします。 

 

(11) 処理が開始されます。処理が完了しましたら[閉じる]をクリックします。 

 
 

 この手順で表示にできない場合には、弊社ホームページのFAQを 

参考にパーティションIDを変更する方法をお試しください。 

http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_bm.php 

 

http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_bm.php�


LB ブートマネージャー 利用ガイド 

61 

４-５  LB ブートマネージャーをインストールする 

(1) [ツール]-[LB ブートマネージャーのセットアップ]を選択します。 

 
(2) LB ブートマネージャーのセットアップウィザードが起動します。[次

へ]をクリックします。 
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(3) 必要な設定を行い[次へ]をクリックします。 

 
※ 設定の各項目内容については、『５-１ LB ブートマネージャ

ーのインストール/設定/更新』をご確認ください。 

(4) インストール処理が実行されます。完了すると以下の画面が表示さ

れます。[完了]をクリックします。 
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(5) LB パーティションワークス 13 を終了します。製品 CD を取り出して

メニューから、[再起動]を選択します。 

 
(6) 再起動後には、以下のように LB ブートマネージャーの OS 選択メ

ニューが表示され、Windows 7 と Windows XP の切り替えが可能に

なります。キーボードの<↑>＜↓＞キーで、OS を選択し、<Enter>

キーを押すと OS が起動します。 

 
※ 表示についての詳細は、『５-３ OS 選択メニューの表示上の注

意点』をご参照ください。 
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第５章 その他（Tips、注意点） 

５-１ LB ブートマネージャーのインストール/設定/更新 

LB ブートマネージャーは、LB パーティションワークス 13 に統合され

ています。LB パーティションワークス 13 をインストールして Windows

上で LB ブートマネージャーをインストール、設定することもできます

し、製品 CD から起動して LB ブートマネージャーをインストール、設

定することも可能です。 

(1) インストール、または製品CDから起動してLB パーティションワーク

ス 13 を起動します。 
(2) [ツール]-[LB ブートマネージャーのセットアップ]をクリックします。 
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(3) LB ブートマネージャーのセットアップウィザードが起動します。[次

へ]をクリックします。 

 
 

※ LB ブートマネージャーがインストールされている場合には、以

下の画面が表示され、設定を変更するか（構成）、アンインストー

ルするか（無効）選択することができます。更新が行われない場

合などは、一度『無効』を選択して LB ブートマネージャーをア

ンインストールしてから、再度セットアップしてください。 
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(4) 必要な設定を行い、[次へ]をクリックします。 

 
 

【通常モード】 

PC 起動時に LB ブートマネージャーが表示されます。 

『最後に起動したOSが自動起動するまでの時間』のチェックをオン

にすると、指定した秒数が経過すると、自動的に最後に起動した

OS が起動します。 

 

【非表示モード】 

PC 起動時に LB ブートマネージャーが表示されずに、『Press F1 

to start BootManager』というメッセージが指定した秒数表示されま

す。表示されている間に指定したキーを押すと、LB ブートマネー

ジャーが起動します。キーを押さずに指定した秒数が経過すると、

自動的に最後に起動した OS が起動します。 
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(5) インストール処理が実行されます。完了すると以下の画面が表示さ

れます。[完了]をクリックします。 
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５-２ LB ブートマネージャーのアンインストール 

LB ブートマネージャーは以下の手順で削除することができます。 

(1) LB ブートマネージャーをアンインストールすると、次回以降は、最

後に起動した OS が起動するようになります。アンインストールする

前に次回以降使用する OS を一度起動させてください。 

 

(2) PC を再起動します。LB ブートマネージャーが起動したら、<↓>キ

ーで『Uninstall BM』を選択して<Enter>キーを押します。 

 
 

(3) LB ブートマネージャーがアンインストールされ、再起動します。最

後に起動させた OS が起動します。 
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※ LB ブートマネージャーをアンインストールせずに、LB ブート

マネージャーのインストール先のパーティションなどを削除す

ると、以下の画面が表示されます。 

 
 

<↓><↑>キーで OS を選択し、<Enter>キーを押せば OS が起

動します。完全にアンインストールしたい場合には、『５-１ LB 

ブートマネージャーのインストール/設定/更新』の手順で、LB 

ブートマネージャーを無効にしてください。無効にできない場

合には、LB パーティションワークス13を起動し、[ハードディス

ク]メニューから[MBR の更新]を実行してください。 
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５-３ OS選択メニューの表示上の注意点 
LB ブートマネージャーを有効にすると、以下のような OS 選択メニュ

ーが PC 起動時に表示されます。 

 
     

 

 

OS の一覧に関しては、Windows XP の場合には、エディションに関わ

らず、「Win 2K/XP/2003」と表示されます。Windows Vista/7 の場合に

は、OS に関わらず、「Vista/2008/7」と表示されます。そのため、OS

を区別するためには、上記画面のように、『7』や『XP』などのボリュー

ムラベルを入力して、OS を区別しやすくする必要があります。 

※ OS 選択メニューで表示できるボリュームラベルは半角英数字で

10 文字までになります。日本語は表示できません。 

 

 

 

インストールされている OS

の一覧（左）と、ボリュームラ

ベル（右）が表示されます。 

パーティションやファイルシ

ステムの情報が表示されま

す。 
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ボリュームラベルを設定せずに、Windows Vista、Windows 7、

Windows 7 64bit 版をインストールしてマルチブートした例です。以下

のようにすべて同じ表記になるため、OS が区別できません。 

 
 

ここでは、一例として Windows 上でボリュームラベルを設定する方法

をご紹介します。 
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(1) Windows を起動して、コンピュータを開きます。どのドライブにどの

OS がインストールされているのか、事前にご確認ください。 

 

(2) ボリュームラベルを変更したいドライブを右クリックして[プロパティ]

を選択します。 
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(3) このドライブには Windows Vista がインストールされているので

『Vista』と入力して[OK]をクリックします。 

 
 

※ 以下の画面が表示された場合には[続行]をクリックします。 
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(4) 同様の手順で別のドライブのボリュームラベルを変更します。この

例では、Windows 7の64ビット版がインストールされているドライブ

を「Win 7 64」、Windows 7の 32ビット版がインストールされているド

ライブを「Win 7 32」と設定しました。 

 

(5) PCを再起動してOS選択メニューを確認します。設定したボリュー

ムラベルが表示され、OS が区別しやすくなります。 

 
 
 



LB ブートマネージャー 利用ガイド 

75 

５-４ Windows 7 のパーティション構成 
Windows 7 は、インストール方法によっては、複数のパーティションに

またがってインストールされます。そのため、Windows 7 の環境に OS

を追加インストールする場合には注意が必要です。Windows 7 をご利

用の場合には、以下の手順に従って、どのようなパーティション構成

でインストールされているか事前に確認してください。 

(1) Windows 7を起動し、[スタート]-[コンピュータ]を右クリックして[管

理]を選択します。 
(2) コンピュータの管理が表示されるので、[記憶域]-[ディスクの管

理]を選択します。 
 
Windows 7 が 1 つパーティションにインストールされている場合 

 
 

 
システムパーティションとブートパーティションが同一のパーティ

ションになります。 

 



第５章 その他（Tips、注意点） 

76 

Windows 7が2つのパーティションにインストールされている場合 

 
 

 
先頭の「システムで予約済み」というパーティションは、Windows 

７の起動用のシステムパーティションになります。()内の説明に、

「システム」、「アクティブ」の表記が確認できます。 

 

2 番目 C パーティションは、Windows 7 本体がインストールされた

ブートパーティションになります。()内の説明に、「ブート」の表記

が確認できます。 
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５-５ 他のOSのパーティションを非表示にする方法 
マルチブート環境作成後に、起動 OS 以外のパーティションを非表示

にする方法をご紹介します。ここでは、一例として Windows Vista と

Windows 7をマルチブートしている環境で、Windows Vistaを起動した

時は Windows 7 のパーティションを非表示に、Windows Vista を起動

した場合には Windows 7 を非表示にする設定をご紹介します。 

 
(1) PC の電源を入れ、OS 選択画面を表示されたら、Windows Vista を 

<↑><↓>キーで選択して<Enter>キーを押して起動します。 
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(2) Vista が起動したら、[スタート]メニューを開き、[コンピュータ]を右ク

リックします。表示されたメニューから[管理]を選択します。 

 

(3) コンピュータの管理画面が表示されたら、[記憶域]-[ディスクの管

理] を選択します。 
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(4) Windows 7 がインストールされているパーティションを右クリックして、

表示されたメニューから[ドライブ文字とパスの変更]を選択します。 

 

(5) [削除]をクリックします。 
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(6) 警告画面が表示されます。[はい]をクリックします。 

 

(7) 処理が完了したらコンピュータを開いて確認します。以下のように、

Windows 7 がインストールされたパーティションがコンピュータに表

示されなくなります。 

 
 

(8) PC を再起動して、今度は Windows 7 を起動して Vista のパーティ

ションに対して同様の設定を行います。 

 

以上の操作で、別の OS のパーティションを非表示にすることができま

す。 
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※ パーティションを表示させたい場合には、ディスクの管理画面のド

ライブ文字とパスの変更画面で[追加]をクリックします。 

 
 

任意の文字を選択して、[OK]をクリックすれば、ドライブ文字が割り

当てられ、コンピュータ上に表示されるようになります。 
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５-６ Windows XPをインストールする際の注意点 
SATA 接続のハードディスクに、Windows XP のインストールしようとす

ると、以下の画面が表示されインストールできない場合があります。 

（ブルーバック（STOP エラー）が発生する場合もあります） 

このエラーは、Windows XP のインストール CD に、ご利用の PC の

SATA コントローラや RAID コントローラが組み込まれていない場合に

表示されます。この場合には、手動でドライバを追加する必要があり

ます。 

 
追加はフロッピーを使用して行いますので、マザーボードや RDID ボ

ードに付属するドライバ フロッピーがないかご確認ください。ない場

合にはメーカのサイトからダウンロードしてください。 

※ フロッピー ドライブは内蔵タイプが必要です。外付け（USB 接続

など）は対応しません。 

※ ドライバの詳細は PC のメーカ等にご相談ください。 

※ フロッピードライブがない、用意できない場合には、下記の FAQ

を参考に XP のインストール CD をカスタマイズすることで、XP の

インストールが可能になります。ただし、下記の FAQ の内容につ

いてのサポートは一切行いませんので、ご了承ください。

http://www.lifeboat.jp/support/faq/tbl_bm.php 
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フロッピーを使用してのドライバの追加手順の以下の通りです。 

(1) Windows XP のインストール CD を入れて、PC を起動（再起動）して

セットアップ画面を起動します。セットアップ画面（青い画面）が表示

されるとすぐに、画面下部に『Press F6 if you need to install a third 

party SCSI or RAID driver...』と表示されるので、<F6>キーを押しま

す。 

 
※このメッセージは数秒間しか表示されません。 

(2) 以下の画面が表示されます。<S>キーを押します。 

 
※表示されない場合には最初からやり直してください。  
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(3) ドライバが入ったフロッピーディスクをドライブにセットし、<Enter>キ

ーを押します。  

 

(4) ドライバの一覧が表示されるので、追加するドライバを選択して

<Enter>キーを押します。 
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(5) <Enter>キーを押します。セットアップの開始画面が表示されるので、

XP のインストールを開始してください。 
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